
呼吸器内科
【論文発表】
発行年 著者名および著者名 論文題名 雑誌名・書名 巻項 発行所
2016 Rokutan H、 Hosoda F、 Hama

N、 Nakamura H、 Totoki Y、
Furukawa E、 Arakawa E、
Ohashi S、 Urushidate T、 Satoh
H、 Shimizu H、 Igarashi K、
Yachida S、 Katai H、 Taniguchi
H、 Fukayama M、 Shibata T.

Comprehensive mutation profiling of mucinous
gastric carcinoma

Journal of
Pathology

240(2):137-48

2016・5 Satoh H、 Moriguchi T、 Saigusa
D、 Baird L、 Yu L、 Rokutan H、
Igarashi K、 Ebina M、 Shibata T、
Yamamoto M.

NRF2 Intensifies Host Defense Systems to
Prevent Lung Carcinogenesis, but After Tumor
Initiation Accelerates Malignant Cell Growth.

Cancer Research  15;76(10):3088-96. 米国癌学会
（AACR）

2016・6 大類　孝 特集１　超高齢社会における適正薬物療法の特
集　３．高齢者の呼吸器疾患（慢性閉塞性肺疾
患および肺炎）の薬物療法

　医薬ジャーナル Vol.52(6), p63-69,
2016.

医薬ジャーナル社
（大阪）

2016・7・1 海老名　雅仁 サルコイドーシスの病態とその検査・診断・治療 月刊　難病と在宅ケ
ア

22 (4) 50-54 日本プランニングセ
ンター

2016・8 Hasegawa K、 Tagawa M、 Takagi
K、 Tsukamoto H、 Tomioka Y
Suzuki T、　Nishioka Y、 Ohrui
T、 Numasaki M.

Antitumor immunity elicited by direct intratumoral
administration of a recombinant adenovirus
expressing either IL-28A/IFN-λ2 or IL-
29/IFN-λ1.

Cancer Gene
Therapy.

2016
Aug;23(8):266-77.
doi:
10.1038/cgt.2016.
29. Epub 2016 Aug
19

2016・8・1 Goto K、 Ohe Y、 Shibata T、
Seto T、 Takahashi T、 Nakagawa
K、 Tanaka H、 Takeda K、 Nishio
M、 Mori K、 Satouchi M、 Hida
T、 Yoshimura N、 Kozuki T、
Imamura F、 Kiura K、 Okamoto
H、 Sawa T、 Tamura T;
JCOG0605 investigators.

Combined chemotherapy with cisplatin,
etoposide, and irinotecan versus topotecan
alone as second-line treatment for patients with
sensitive relapsed small-cell lung cancer
(JCOG0605): a multicentre, open-label,
randomised phase 3 trial.

Lancet Oncol. 17(8):1147-57. Elsevier Ltd.

2016・9 Numasaki M、Tsukamoto H、
Tomioka Y、 NishiokaY、 Ohrui T.

A heterodimeric cytokine, consisting of IL17A
and IL-17F, promotes migration and capillary-like
tube formation of human vascular endothelial
cells.

 Tohoku J. Exp.
Med.

240, 47-56.
Published online
September 2, 2016;
doi:
10.1620/tjem.240.4
7. 2016.

東北医学会（仙台）

2016・9 Kojima T、 Mizukami K、 Tomita
N、 Arai H、 Ohrui T、 Eto M、
Takeya Y、 Isaka Y、 Rakugi H、
Sudo N、 Arai H、 Aoki H、 Horie
S、 Ishii S、 Iwasaki K、
Takayama S、 Suzuki Y、 Matsui
T、 Mizokami F、 Furuta K、 Toba
K、 Akishita M、 Working Group
on Guidelines for Medical
Treatment and its Safety in the
Elderly.

Screening Tool for older person's appropriate
prescriptions in Japanese (STOPP-J).

Geriatr Gerontol Int. . Sep;16(9):983-
1001. doi:
10.1111/ggi.12890,
2016.

エルゼビエ

2016・9 大類　孝 高齢者の呼吸器疾患（慢性閉塞性肺疾患および
肺炎）の薬物療法～「高齢者の安全な薬物療法
ガイドライン2015」に準拠して

　医薬品医療機器
レギュラトリーサイエ
ンスPMDRS,

47(9), 640-644,
2016

厚生労働省

2016・12・1 海老名　雅仁 慢性の線維化をきたす間質性肺炎 :特発性間質性肺炎
診断と手引き　改定
第３版

pp　45-77 日本呼吸器学会
南江堂

2017・1 Numasaki M、 Tagawa M、
Tsukamoto H、 Tomioka Y、
Ohrui T、 Arai H.

Immunotherapy of Cancer Using Recombinant
Adenovirus Expressing Type Ⅲ interferon IL-
28A or IL-29.

Immunotherapy
Open Access,

2016, 2:4 DOI:
10.4172/2471-
9552.1000131

2017・1 Masahito EBINA Pathognomonic remodeling of blood and
lymphatic capillaries in idiopathic pulmonary
fibrosis

Respiratory
Investigation

55(1) 2-9 2017 日本呼吸器学会
ELSEVIER

2017・2・1 海老名　雅仁 特発性肺線維症の治療ガイドライン 2017　　:：
Clinical Questionsと推奨

厚労省「びまん性肺
疾患調査研究班」
治療ガイドライン作
成委員会編集

pp　1-40 南江堂

2017・3・1 海老名　雅仁 :「その他の特発性間質性肺炎」①急性間質性肺
炎　②喫煙関連間質性肺炎　③呼吸細気管支炎
随伴間質性肺炎　④剥離性間質性肺炎　⑤特発
性リンパ球性間質性肺炎)

朝倉内科学　第11
版

II: 790-792 朝倉書店

2017・3・1 海老名　雅仁 　希少難治性びまん性肺疾患分科会報告 びまん性肺疾患に
関する調査研究平
成26～28年度研究
報告

pp 149-154 厚生労働省

2017・3・1 山口　哲夫、四十坊　典晴、山口
悦郎、乾　直輝、今野　哲、玉田
勉、森　由弘、井上　義一、海老
名　雅仁、他20名

サルコイドーシス診療の手引き2016 びまん性肺疾患に
関する調査研究平
成28年度研究報告

pp 123-141 厚生労働省

2017・3・1 海老名　雅仁 ヘルマンスキーパドラック症候群合併間質性肺
炎部会報告

びまん性肺疾患に
関する調査研究平
成28年度研究報告

pp 51-56 厚生労働省

【学会発表】
開催年月日 演者および演者 演題 学会名 開催地
2016・4・8 海老名　雅仁 IPF重症度の見直しと治療戦略 第56回日本呼吸器

学会学術講演会
シンポジウム

京都

2016・4・8 海老名　雅仁 多発性筋炎・皮膚筋炎に合併する間質性肺炎 第56回日本呼吸器
学会学術講演会 ラ
ンチョンセミナー

京都

2016・4・8 澤 兼士、吉本 直樹
中井 俊之、 岡 隆子、 鈴村 倫
弘、 田中 秀典、 松浦 邦臣、 吉
村 成央、 光岡 茂樹、 浅井 一
久、 木村 達郎、 川口 知哉、 金
澤 博、 平田 一人

多発肺癌の臨床病理学的検討 第56回日本呼吸器
学会学術集会
(2016)

京都

2016・4・9 吉村 成央、工藤 新三、 澤 兼
士、 吉本 直樹、 岡 隆子、 田中
秀典、 松浦 邦臣、 光岡 茂樹、
平田 一人、他

EGFR遺伝子変異を有する進行非小細胞肺癌に
対する初回治療としてのゲフィチニブ+ペメトレキ
セド併用療法の第II相臨床試験(長期生存解析)

第56回日本呼吸器
学会学術集会
(2016)

京都

2016・4・9 吉本 直樹、澤 兼士、 中井 俊
之、 岡 隆子、 鈴村 倫弘、 田中
秀典、 松浦 邦臣、 光岡 茂樹、
浅井 一久、 木村 達郎、 吉村 成
央、 金澤 博、 川口 知哉、
平田 一人

稀なEGFR遺伝子変異を有する肺癌の臨床病理
学的検討

第56回日本呼吸器
学会学術集会
(2016)

京都

2016・5 大類　孝 くり返す高齢者の誤嚥性肺炎：予防のエビデンス
ディベートセッション９

第５８回日本老年医
学会学術集会

金沢

2016・5 伊奈　孝一郎、林　登志雄、横手
幸太郎、竹本　稔、荒木　厚、渡
邊　裕司、大類　孝、葛谷　雅文

糖尿病合併心血管病危険因子 第５８回日本老年医
学会学術集会

金沢

2016・5・21 海老名　雅仁 新しい治療戦略構築の基盤となる特発性肺線維
症の病態理解

第109回日本呼吸
器学会東海地方会
イブニングセミナー

名古屋

2016・6・11 海老名　雅仁 Hermansky-Pudlak症候群関連間質性肺炎 平成28年度びまん
性肺疾患に関する
調査研究班

東京

2016・7・3 海老名　雅仁 肺胞蛋白症の発症と重症化を動物モデルと比較
することで再考する

日本医療研究開発
機構研究　「肺胞蛋
白症、遺伝性間質
性肺疾患に関する
研究：重症難治化
要因とその克服」

東京

2016・7・28 吉村　成央、光岡　茂樹 、鈴村
倫弘 、川口　知也、平田　一人、
他

EGFR遺伝子変異を有する高齢者進行肺腺癌患
者における初回化学療法としてのアファチニブの
臨床第II相試験

第14回日本臨床腫
瘍学会学術集会
(2016)

神戸

2016・8・27 早川　幸子、福家　良太、阿部
達也 、岩指　元、小林　隆夫、菅
原　崇史、藤盛　寿一、皆川　忠
徳、角田　梨紗子、及川　望、伊
藤　和子、堀内　幸子、渡邊　善
照、藤村　茂、関　雅文

当院における Antimicrobial Stewardship　Team
(AST) ラウンドによる効果

第8回J感染制御
ネットワークフォーラ
ム

仙台

2016・10・6 六反 啓文、 細田 文恵、 十時
泰、 佐藤 大希、 谷内田 真一、
片井 均、 深山 正久、 柴田 龍弘

胃粘液癌に高頻度にみられる体細胞変異の特
徴

第75回 日本癌学会
学術総会

パシフィコ横浜

2016・10・7 佐藤 大希、 森口 尚、 六反 啓
文、 海老名 雅仁、 柴田 龍弘、  
山本 雅之

抗酸化ストレス転写因子Nrf2過剰発現マウスの
著明な肺発癌抑制能を誘導する機構

第75回 日本癌学会
学術総会

パシフィコ横浜

2016・10・20 岩見 明子、中野 妙子、 高島
勉、 吉村 成央

がん化学療法看護認定看護師による病棟訪問
の評価と課題

第54回日本癌治療
学会学術集会
(2016)

横浜

2016・10・23 海老名　雅仁 肺胞蛋白症患者の重症化にいたる「ゆらぎ」の機
序に関する研究

平成s8年度厚生労
働科学研究委託費
（肺胞蛋白症、遺伝
性間質性肺疾患に
関する研究研究事
業）
第２回班会議

大阪

2016・11・13 Masahito EBINA Acute exacerbation of IPF: the new strategy
upon its pathogenesis

Asian Pacific
Society of
Respirology (APSR)
2016

Bangkok /Thai

2016・12・3 岩井　亜美、田中　秀典、吉本
直樹、松本　吉矢、宇治　正人、
浅井　一久、吉村　成央、川口
知哉、平田　一人

afatinibで病勢コントロールが可能であったHER2
遺伝子変異陽性肺腺癌の1例

第214回日本内科
学会近畿地方会
(2016)

大阪

2016・12・10 海老名　雅仁 ヘルマンスキーパドラック症候群合併間質性肺
炎に関する「診療の手引き」策定

平成28年度厚労科
研難治性疾患政策
研究事業 第２回班
会議

東京

2016・12・20 岩見 明子、井上 加津子、 松本
純子、 松川 貴乃、 本城 智子、
光岡 茂樹、 吉村 成央、 中野 妙
子、 川口 知哉

「気持ちのつらさ」を患者問診票に取り入れたこと
による看護師の意識の変化

第57回日本肺癌学
会学術集会(2016)

福岡

2016・12・21 吉村 成央、京本 陽行、 井本 和
紀、 久保 寛明、 松本 吉矢、 澤
兼士、 吉本 直樹、 鈴村 倫弘、
梅田 喜亮、 渡辺 徹也、 田中 秀
典、 光岡 茂樹、 木村 達郎、 梁
尚志、 川口 知哉、
平田 一人

既治療進行非小細胞肺癌患者に対するnab-パ
クリタキセルの臨床II 相試験

第57回日本肺癌学
会学術集会(2016)

福岡

2016・12・21 光岡 茂樹、川口 知哉、 松本 吉
矢、 澤 兼士、 吉本 直樹、 吉井
直子、 渡辺 徹也、 鈴村 倫弘、
田中 秀典、 浅井 一久、 木村 達
郎、 吉村 成央、 平田 一人

当院での癌性髄膜炎の後方視的検討 第57回日本肺癌学
会学術集会(2016)

福岡

2016・12・21 吉本 直樹、海浪 佳歩、 松本 吉
矢、 澤 兼士、 山本 典雄、 鈴村
倫弘、 渡辺 徹也、 田中 秀典、
光岡 茂樹、 木村 達郎、 吉村 成
央、 川口 知哉、 平田 一人

当院におけるALK陽性肺癌のAlectinib投与9症
例の検討

第57回日本肺癌学
会学術集会(2016)

福岡

2017・1・17 海老名　雅仁 肺線維症における血管・リンパ管の構築変化に
よる病態への影響

平成28年度日本医
療開発研究機構創
薬基盤推進研究機
構 第48回ヒューマ
ンサイエンス総合研
究セミナー

東京

2017・2・5 海老名　雅仁 IPF重症度の見直しと治療戦略 日臨技北日本支部
研修会 生物化学分
析部門研修会

山形

2016・2・25 島津 葉月、吉村 成央、 金澤博、
浅井和久、平田 一人、 他

Osimertinibによる薬剤性肺臓炎の1例 第105回日本肺癌
学会関西支部会

大阪

【講演会】
開催年月日 講師名 演題 学会名等 開催地
2016・4・20 吉村 成央 最新の非小細胞肺癌治療2016 大鵬薬品株式会社

社内教育講演
大阪

2016・5・25 吉村 成央 変わり行く肺がん薬物療法―EGFR mutationを中
心に―

研究会『EGFR遺伝
子変異陽性非小細
胞肺がんの治療』

大阪

2016・5・11 海老名　雅仁 日常生活にひそむ肺の病気 第385回　しんぱい
会

仙台

2016・5・26 海老名　雅仁 ＣＯＰＤの病態と抗コリン療法 社内講演  2016年5
月26日

仙台

2016・6・28 海老名　雅仁 新時代を迎えた特発性肺線維症治療 岩手県南　IPF
seminar

水沢

2016・7 大類　孝 「高齢者の安全な薬物療法～ガイドライン2015を
ふまえて」

第６３回みやぎ薬剤
師学術研修会

仙台市

2016・7・9 海老名　雅仁 特発性肺線維症の病態とpirfenidone療法の新展
開

第７回北海道間質
性肺疾患研究会講
演会

札幌

2016・8 大類　孝 「多剤併用と高齢者の安全な薬物療法～ガイドラ
イン2015の活用方法について」

介護支援専門員等
への医薬品情報支
援による多職種連
携推進事業関係職
種合同研修会

栗原市

2016・8・27 海老名　雅仁 教育セミナー　「結核と非結核ー肺抗酸菌症の温
故知新ー」

第８回Ｊ感染制御
ネットワークフォーラ
ム

仙台

2016・10・10 海老名　雅仁 サルコイドーシスの新しい診断ガイドライン策定
の現状

東北 サルコイドーシ
ス患者会 医療講演

仙台

2016・10・13 海老名　雅仁 特発性肺線維症の病理像にみる病態の特異性
と新しい治療戦略

国立病院機構 東京
病院 IPF Forum

東京

2016・10・28 海老名　雅仁 特発性肺線維症の病理像から探る病態と新しい
治療戦略

近畿大学
Lung Disease
Forum

大阪

2016・11・2 吉村 成央 高齢者に対するTKI治療～用量調整と効果～ 研究会『高齢者に
対するTKI治療』

大阪

2017・1・28 小林　隆夫 肺癌について 東北医科薬科大学
病地域医療セミ

仙台市福室市民セ
ンター

2017・2・18 海老名　雅仁 ＩＰＦ治療におけるオフェブの有用性を病態機序か
ら考える

MEET THE EXPERT 東京

2017・2・18 海老名　雅仁 自験例にみるLung-dominant CTD/自己免疫性
間質性肺炎

第23回 膠原病肺研
究会

仙台

2017・3 大類　孝 「高齢者の肺炎予防について」 総合南東北病院第
53回健康医学セミ
ナー

岩沼市

2017・3・22 海老名　雅仁 特発性肺線維症の線維化と急性増悪：その病態
機序から探る新しい治療戦略

IPF WEB ACADEMY 東京

【表彰・新聞報
道・テレビ報
道】
年月日 氏名 内容 報道機関名 授与者
2016・11・25 阿部　達也 国民健康保険中央会表彰 こくほ健康フォーラ

ム21
国民健康保険中央
会

2016・12・23 大類　孝 「高齢者誤嚥予防しっかり」 河北新報（19面）記
事

新聞報道


